
ヒスパニック=インカ建築の融合.

アンヘル・ギドとラテンアメリカの近代性

トリスタン・ヴェデイゲン(チューリピ大学)

[はじめに]

要寝義塾大学において、握れた白木人研究者の方々とヴュルフリンの理論の受容についての議論にこのよ

うにお招きいただき、遠山教長ならびに白木の美ノ市史学会に対L、深く惑諾申L上げま )"--0 また、わ主くし

の友人:::-:b〆:S" cY'オンヌ・リ ワノ氏にはこの」うな楼会を作り、経済的な援助をしてくださったこ乙を感

謝申し上げます己 [本日は;初期nラ千ンアメ Uカ、とりわアルゼンネンにおlアるハメン lミ・ -i--"ルフ

リ〆の受容について、危かでもヴニノレフゾンの 基礎慨念Jc)受容についてお話するニとを自的としていま

立』

[生涯]

アルゼンチ/む建築家であり、都市計画の車門家で美術理論家であるアンへん・ギドは 1896年 ロサ J

才で主主れ、 1%0年百地で亡くなった。彼は じイシの美学シ特にヴエノプリンのpq想をラテン 7メjカ

へ伝えた初副の人物で、おそらくもっ乙も重要であるのにほとんど叫究がなされ「いたい。ギトはでの初期

の研究において新世界のパヨング芸術に苓連してヴェノ:--7-，ンた言及Lており、やがて晩年に再度、ポス

ぃ・モダンと-"ス、.コワ V んの珪L解をパロヅグとネオ・ハヨソクに結び勺lテて論ごている。

キ「の仕事は、戦後のラテ/アメリカのバロック美術に関する言説〈テ Jスク ル)を形成?る隠きれた

源泉のーったのだ刀、それが明らかになったのは、ずこ ζ 乏ばホセ・ J サマ・リマの ilmcricanExpressio_刀

'，19oi年;で「主主べられずいるように〕ようやく最近のことであるc 戸トロエンジ三アになるべく教育を

受け、 1921年l二閏iiリ戸ラル大学[フルピンチン、ロサジト市1')実術史の教授 ζ なり、今日では、 19-13年

にfF つれたロサ}万市のフラ y グ・メモゴアル記念碑のデザインに何わった」とでよく知られてい，~

1931年Iこど l はグ y ケンハイ~の奨学金を取得し米国ヘ、 1937 年にはヨ ロソハに赴いた o(ドは実に

多作であり、私家出版をしに著述2てであるので、今円で:まその著書を採すのは困難である包徒は 19叫年代

に、ヨ ロッハの美学 ζ 美術史J)理解を体系的に深めようとしたが、私は〔ギロがJ20年代半ばに景初に

ふれらに触れ始めた噴をキυにお話したい ζ 思う c

社初に知られる j うになったキドのfH版物は 1922年の詩集 CjtyHorぽSであ;:;c 1927年 iこ刊行されたの

日 Exposicionde 1a acttwl poe.9Jii 3_rgεntinョ L:J!ゼンヰン現代詩畏顎7で よノ〆へ・ 'Aス・ヌルヘス

、l田9-1986}の初期わ詩 ζ 〉もに3捕の詩が加えられ、アルぜンチン現代詩の重要な詩集となってハるコ

そこには兄アルフレ ド+ド '.1892-1967、による彼の肖翠と簡潔な住譜ポ含まれてし、る。

ここで恒〈触れておかなりればならないのは、非常に知的で野蓄力のあった 1カルト ロハス(18<32-1957)

カミ云ゴド')友人士劫言者であったご〉である c ロハスはやがてギ~の仕居を設計 Lた。ロハ久に、 1924-年

、"て;-:- "一 ラン



に手持いに芙学に閲する包折自1'1な論文 Eurind辺、ヱウリンデ J ア)の中で、民主主義的で個人主義的な、世俗

前「コスモポ Jタ〆派」の新j主詩人の 人と Lて、ギ、 Iこ言及したc コス-{-*フ jl'/ rRはネイティブ・イン

デノアン ζ 近代ヨーロノハの文化を主主和し、アノンゼンチ γおよびラテノアメリカ全体のにめの新たなユー"

ンディフノ (Eu.rinui日 ヨ ロッハコラテンアメリカ)の文化的アイデγテノティを作り IIIそうと子る"aの這

動ι 、融合，，ごいったのである。

わたしはここで、~ド乃葉市史 Jこ閲する最初の書籍}こ触れないでおく民、最後に戻コてくるつ、りだョそ

こで三ず、フヱノレフ jンの山理学的な様式分析を彼が転用 Fる日方か買てぷえよう 3 自"，.lド))11土初の小冊子は、

1927年 7月にプ l ノ久γノvスで開催されたノ、ン・アメリカン(汎米ノ建築京学会で発表された2つの論

土かっ成っている。この学会はラテンアメフカにおける宅要tt.7 ". ラム一戸あり、 どドは再三にわたりそこ

4白うよの意見を広めていた。本心力ヴァーには「ヴェルアリンを通して見るイスパノ アメジカ建築

(Hispano-Ar町即日 Architcctureiζあり 門絵には、より明確にイスパノ インカ建築に関連 Fるものが

掲費されている c 干ドカミ述べているように ~_ J_)論考はラテンアメリカの跨史にヴ」ルフゾンの理論か適用

1たもので、 luJしく 1927年に出版された「アメゴヌにおける建築ゎ精神の方↑立 のよ勺九伎の他。研究の、

方法論的基礎会構戎ずる本のこたってい。 c

こ山二つ且の詰考もアールブリンの美学を扱っており、 方トフランスの「絵E的」、デ刀ダン、 夜十戸

ノ、コスモボフタンな折衷土義ι、他方それに対する 線的 l な反応、つまりん・コルピジエ流の桟械時代

わモダ スー、こ l、った両方を攻撃 1ているムこの京についてぷドは 1930住の lv!achinuJiJ.try(Jf Le Corbr四"

:ル・コルピジエの機械崇拝 r狂信1:でさらに菰しく攻撃k加えるだο七

代わりに、一三ドはドノツ円建築の発展と、とりわけヨ ゼフ・てフマン (1810-1~タ56/ t.:見る上う忠言 L

Cちについには 7 メゾヵ史学者による美術の揮権を訴え、さらに、先コ可ンブノ、司と植民地建築の設合ノフ

モデル lこ読〈、 ーリンデ J アン、ヨーロッハ=ラテンマメリカ)、土着の人マ ナ γ 三ナリス、にもの主

張去るごf ズJを擁護してl る ドピカミ保式史長政国的tこ使用したこe:-¥=>、主主台の三時請である待の胃合理

論 l二立ち入る計に t吉弘どのような状況下でヴェルフ，jンカ思考や著作に出会った刀、を検討 t6必要;j¥:0ろ

ノコ

【ザンチェス 1924J 

ギどが_l{1初にヴヱノレプリン;こ業1たのはおそら〈アンヘル サンチ=ス・ νベロ r1888-1930}の著作を

通じてであった3 言語の障壁を越之てそのスイス人美術史家安より lム〈知ってもらうたもに、スペイン人作

京で美術史京であったリペ L はヴヱパフリ/の著作の正確な妥旨版を 1924年}出版したコそれに司年に出

版 Jれたフランツ・ヲンズベルノf による簡潔で学術的なワニルプリンの伝記1こ匹畝Fるも :')であるベ

ロ心著作l之、哲学音ムて・オルテ万・イ・ガ乞ー(18只3"1955)iこぶって 1923.o:子二世刊された存常に跨苦心あ

る若誌 Rerist3de ocαd四 te(南洋評論ノに掲!Ti(さZしたコこの雑誌h二新Lい国政乃腎与をラァン Fメ 1刀古

昇へ広め i::J':こを目的としていにコ

ト lスヤンー 7工 q ゲJ



その論考は数年間 イツの?カヲ、 で過 ，~t，こオルテガに二って揺されただ1プ出土fcか l- ロノ

ハでは学際的な記念論文集や、多くり人々日ら栄三まを、つ」遇され主グェルプ"ンクコ(Ì()歳ク〉誕生日 ~l;i う

三ζ にもなったのごゐる円

もつi..:'u重要な LU工、 19日年以来、 ~イツでは 6刷lを故三て¥，t:_ブにレプリン心非常に好百を博:___tこ昔

吾「美術史ο基事ぽ士ユのスヘ J ン語寂の出版を、書評を通 l二て三伝Lたこ乙である 3 メヘイン~&~で乃受

容は 10午のタイムラグがあっにのむある。ヴェルフゴンはそのときにuすでに主荷史心アカデ、 ク三世

界からは引退をしており、その年 [1924年♂ lこはチュ リヒヘ主岩し下。

最初の「基礎概念」のλベノン詰肢はスヘ J ンの詩人七セ・モレノ・ピラ(18き7-195:'))に u リ訳されたもわ

で、オルテガJこ」るアヴァンギゐルド ゾリ ズ J20世紀の思，iH叢書JJ) I巻自に J て山寂された。

のスベイン語版は同時代わ理論午グストを翻訳 C世に広め、進歩的で社会に閲運ずる科学的思考モデノ/

を、人文科学者7こち、 γなわち新カン p派の哲学者ハインリこ・1) j ケル卜 (1863-193¥3)や主主T理論学者のマ

y クス・ボノレン(1882-1970)、理論生物学者のヤ コプ・三ハン・フ寸ン・ユクス主ユル(1864-1944)、匡史

門学者の7スヴァル、 ゾミベングラー(l880-193G)、そ J て数学史家ロベル戸・ ノ ラ(1874-1911)たち

に、提供Lた c

1925年}こ「芸術つ非人間化Jで才ルアガ芥述べているように、芸術と埼粋科学は、大衆の感受伸を変え

内こ ζ のできる つの人間活動であるD ヴニ;， -;..'リノが「三尾市の目然史 の探求を通じて「科学j)な美術史

金打ち究て下い乙試みた ζ 述べるとさ、 「基;:f1A概念」は進化論的モポレの魅力をまさに必らわにするコつ三

り、 見るニ ζ の罪史」は心理学的法買lにのっこって畏開与るのである c とはI、しヴエノLフリパミ自然そ

のな日 l二美前史を組み込んでしまおうとすゐのではない3 そうではなく、人間の精神の歴史〔清村史 ご〉中

に"げる様式発畏の邑律的原理を取りたそうム J ているのだ。さらι言えは、オル干勺{土、主出な!?奇怠

を克服Fるために要請された刺諒の増大(anincrease of 3timulus)に 様弐売殺の原動力を豆てい。 r倦怠」

は オ 1テガかヴニノレプリンに生来すると Lた考え方だが、 ヅ←ルアリン自身は明白にそ J)考え方を否定的

hつ不十分た説問であるとし亡退行亡いる。

受;n史の誼ぐまから言えに 」ふンヰェスの4e駆的で、ょく考 ζ られた書評の特散命述へておく必妄があろうコ

といフのもその脅評;三オノテア.<v"':;路楳からはある意味独自なものとたっているかりだ。伴 J ニトェス :1， r主

~事Y全;，1万ミヴ τA プリンついくつかの著作者ヒ、つまり 18関与の ノJ ニス品ンスとハロ '/j と1<'399恒の了古

典美術」を結びつけたものと考えたc 後者の4 フランス語版で読むことができた事情もあり、様式を表出こ

Lてとらえるにころ小り拍めているが、乙れは、 「美術史の基莞楳念J中で自律的模式史の考え方を調室す

るためにグェルフ 〆が行った初期の観売である。

しカ Lながら、ヴェルプリンか、イポノ，1 :y ・テ コ(1828-18田)の実主王義的 ミ〆 l~ 却論に対し

反発をつのらせて'，，'たことも+ンチェスは承知『ているD このテ スカ';1865年に出版Lた y;ズ術の苦学」

理論f三フランス語版とスベノ γ翠訳本を通乙亡ょ〈失られ亡おり、芸術はク的てど影響J，結果で生まれるもの
だという理解である。身休的た、た正えば風土中気↑英、土壌などと、社会的IZもの、 t費百b歪史ゃ人危などロ

基本「白にテ ヌつ唯物論的美学;丈 与えられたさまざまな要3を受動的に乙らえた結*ζL亡芸術庁J主まれ

1， '}ス ，J ウニラ寸~~' J 



とのだとヂるl..-7"1' ~， 方アヴァンギゐル戸の美学;土、たとえまロハスのご止し美術がもっ政治的な))と

いう考え方の展開に関心を寄せていたロそれは他のずべての文化 ζ 自然の安固とも互いに影響L合う hので

あろう 3 ドイツ美術の歴史にきわめし宥通じて J、るこ cを，ili:-to万ン千二スになお従えば、その著書が ま

だ当汗はJヌハイン語版がなかったリ クルが行つ 7 ょう v、実証的なアワロ チを採用，ることにおし、て

ず ルフリンは同時代人を凌駕してレたc アィルへんム・アチゴンガ (1881-1S日)の「寸ン y ク美術形式論」

のスヘノン語版ま 1925 平に LH 寂され、 γ~ .，ングラ J] Jff洋の世誕」之、 1923年からLU版されていたオ

〆アガク〉ンリ ズ中でスべイン語訳がなされているところで芸ろったa むしろすンチ スは う述べるロヅ

+ルノゴンは「人名なき美術の歴史ーを提示しているの Cあり、様iがメタ悟史的な土役とし亡 連続ずる

リズ カルた発投口中に現われるのであるコ

7 ンチェス J_)論考か手始めと Lて、ギピはヴェノレフ}ンの主要な著作を、イワ語で、少なく乙、 基提棋

士 t二読んたに違いγc'、コムレうのもアウグスト・〉ノニマ J ゾワ(18日 15人36)、 ] グル、フランツ・ヴ d ク

フ(li:()3-1909)そし」パウル・フランクル(1878-19辺)に言止LTいるし あるいはグニ〆ブソンが 序文

{こ挙げた参田箇月lをそのまま渋用している c

ギトのワェルフ Jン町「最初の論文fZ イスハノ イン刀のパロ γ グ主義」ぐある。ギ、にとって|基礎

苛企工、 Iず二九フソンカミ情!こ言者団したように、テ ヌ11言う;i物論者のミフユ を克服アる助，~になっァ

l とどまらな， 0 夜はまた l基延杭全 の持つ新fこな、近代美学の可能性bじゅうぶんにヨ詳していたので

あるn

ヅ u フリン理論の也、くつ刀、の倒雨が ギ、の研究計画子定に沿うかたち C且rしノトすなわちうを学的言説

の'1i立と、新たな芸iホ芋におげる建築の主f主!こ現れるのた。新L'，、実情の学問"Kunstwissenschaft芸術

字 コ人間と国家の心理あるい!ま精神の表出 ζ しての様式。 5対の去を健概念iよって定めりれξ様式の、生

物 心理美学的かっ自然な進化ζl、ぅ考えであるc

4E史を超越し、過去、現在そ，T未来にも適泊ロJ自0，IζL不ナンス パ「ック ηyr ミフ?〆た禄式刀烹↑てc

いつ考え方っぞれl土発畏ク予測可起にL、有効な皮呆をもたらすコ無名の人々による植民地時只以前J)， ~つ

よび植民地時fその美術を理解両るために、個々の作品の作者か註であんう lミ〉問う姿勢 ζ うを術家の列在主義

おら 美術史乞解放するこシ。新古典主義の伺恒を低町、代わり!こパロノク乃正当性を三張すω 三乙ーそれ

之ヲ子 >'i'-メリ の植民地時代の遺直宮評価すること。葉市作品とその揮国会二元fとしつつ比較l て烹論ー

ること、まだ限に直接訴えかけ。思性的frtt註方法と美的感受性に訴える千段によって新」い美術の様式 1こ

立ち向トうこと c

初め;工、ギトば 17世紀x、ら 18世紀のスヘイン理案につb、亡、リ グルつ「視覚的lやアェ〆フ"ノ内

間Zれ7こ形式ーへの進展を生命的 美学的な系列と Lてとらえ、それな運用する。ギ、は、そ D基莞こし

てT/l ・γ ょー¥ルト (1878-1968)の 1908年の著作「スベ fンにおげるバコック乃歴史l に貝られる、

時系列に展開された資料を利用し、 [シューベ L 、のその木??三]ドイツ起畑、とされ。プラテ νスコ様式

:Plateresque、16世紀ルス什ンスの非常tこ伎巧的な装飾法: 刀b拍めている八-:'1)新たな基準的研究喜己

ノ〆X，lノノス グルリツド(1850-1叩 8)のハロックに関する記念碑的研究へと読さ、 1924年じスヘイン語に

ト)スタノ ラ工十 日



f:~訳された=;ドばスペインのわロ y グ建築ご特震を 3 つ挙げてしろ o -_jなわち長田な特異惜ζ、シュ へ

乙、 l 乙つては基辛尺度であったノタりア的背奥土義からの自立である。それからふデノル様式[ノスヲ l

教徒の嘉蓄を受けた 11-l6吠紀スベインのーlニンス久我建築J~-)!7. 古典主義的野響であるコムテハ l--f号式は

19 ~_t紀半 i以来、スベインの様孔史へ乙租な入ましつれてきたゥそーてこカレスグ小説のをデル、およびそ

の参EIま19'D年のコンゴノズ¥Cヌベノンの詩人コンゴ弓 イ 寸ルコテ風の王手霊でこった丈係〕の爆発

会予告する。

草三章で子 lばヴ フリン涜の様式之を情民地時代の建築に適用 F令。継続的fなに植民地主義の;;警のも

ζ ζ ハ今よりもむしろ、ラテン 7 メリカのパロックを生命 美的な尭畏として捉えている c その完喪は宗

主国からの組立乙並行 Lて起きており、 「相貌学 phYSlG伊omy を形作る 大きな普誓を及ほしにヴヂノ〆

フノン的な用語で、様式を人種や国家の特性の表出として ζ らえる考ぇン与であるc 手 V yミスベイ/の発裏合

疋告させ、装飾そ構造のドに位置づrテ ラナノ 7メゾカのパヨツクを l触覚的(haptiC) あるいは「語的

日1江田r) J)品質でにらえるコそれはたとえば 明設さCcbrity)J 抑制(continen目、」 手百性(plan訂ity)

「警かさ(stillness)J 担対的反抗 It¥了ebiivcunity)であり、 J タリフのルネザン λか思v、起こさゼるもの

の、明ら台、にそれを起源乙はLて1 なしし、プラテレスコとも見たされない3

ギ汁工、ハロ yクから新古典主表。建築へと害〈こっ学芸名 .. ';:_、非共時的な、期待は f;hし(anticlimョx)なもの

こされる記揮を、 インカ安術とスベイン・パロ y かとの註合の中に見I、だ「。ぞのノンカ美術ζ(子、奴藷t

されたケチニアこア J マヲノ、(Aymara アンデス地方の再住する先住号)の職人たちに引っご戎L道子られて

いたが、夜らはその土地の恒物や動物を影刻するのみなられ上着的た f組問 主主均装舗で覆うこみによフ

てコ ロッハのハロック建築を征組したのである、した日つ亡、1'7世杷ξ1<世相には、元日イ/カ常国が

支配して)、た地域だが、ベルー ζ バリピアの高地にイスハノ J ンカ派が築かれ、あらゆる視覚美術 ζ 装鮪

美術にその特徴が示されたJ L たがって、た乙えば、クスコ慌の祈念画(devolionalpainting)には、 19世紀

のフランス人学者信作った語 Cあるヨ ロッハの lプ5ミテイプ」 つまフ初期レ不ナンス芸術との形式ト

の吏抗予認められるコ

イスハノ インカ国の南では「存絵画的lになる 方で、北部ではスベインのパロックがアステカ美術内

影響りもル l偽 絵画的」へと進んでL、く cJEぜたらアステカ装箭の情熱は自己判制的Tこからであるc先何

民たちの持つ、実術iこ対寸る意思への，の言及は、諸修道会に」る美術への影響を過小!こ評価うる戦時

つまり植民地三義時代以降の脱宗教化の戦時として読むことができるつ

-i--'ドの論考はヴニルフフンわ上うにべ----/内に岡版を挙げ、二つの図E並置する方法を取っていたL、c が、

続きの写真が挿入されといるG まずはへん 乙ポフピアのもので、南部植畏地とインカの建築があり、.::-

れからアステカ ζ メキシコ、これは白のハロッグ建築である。さらには、慌の 2番目の小論にある趨り、ギ

ド{よパロゾク建築のウァサ ρをみずからエッチングで再現している。ぞの中の何点かはハン・ア、リカン

学会で展示され、それは授にルつての畏初の美術体験 ζ 植民地建築物の視覚的分析乞暗戸示唆Lて万り、 宇

たフラシノし人モダニス卜のλ シフc.コスタたどこ共有している関心、植民地時代の遣崖の保全を呼びかける

役割も持っていたっ

1 スタ〉 ヅ =ィロン



LかL，~~、!士、[主主量化を尺涯正アる]ハ マサイーL ンスを里、わせる比較図去を含ませるこ ζ によ，1.ヴェ

ルプリンD視覚の議論から{三大きく辺説する G f~的な模式図を用いてイスハノ インカ咲正の概念を事罰イじ

いそれは私の知る|弘久美術史のカノンにラテンマメリヵ華街ζ 「芸術学 の言説を持ち込んだ最初。、

そして畏丈ょ淫史のなかでも _1ft' の長術史のダJ アグラム c，霊友:である。

I部に ヴ ノ〆プリン的な絵画的カーヴ を示L-rおり、それは ンニ ベルトの建築家の系譜に従うな

らば、ポスト・エン ラI唾築家ファン・デ エレ フによるヱレ ヲ様式]から一占共主義者の撹弊へと進

むスヘノンのパロノクの進化でめるコ下部には同じ刀 ヴでヒスハエ c'7-1シ引様式次表Lている o 16 

世紀初頭に絵直的なもりの 形式」が拍三る乙ころから、ート着の影響下でのスへイン・モデルかbの突然の

解放へと続き 土着rf:rたヒスハご yク インカ派の長きにわたる _!i岳1か行われることになるぞれよ還

ま家IこよフてでIまなく l名もなき人々に4る l 典型的な建築物によって代表さ才る。新古典三義と折衷主

義的7i:笠史ギ車のさつなる発展は投われてねらず、おそらくそれはか提出したモデル!こ対L、喪分 ζ も

そぐわないカらであろう〕文化の融合を示す平坦な線こそが、ラテンアメ Jカの近代建荒Jこ対するギドのz

デノレた J]であるー

タぷマ y ラ..:， ，-[:苅喪ノは古典的な系統音タイフを踏襲するので!主な《、むしろ、ハつ乞う拍象的なモテノl

であり、 1o93隼にフランス・ルネガンス建某 147S-note-lWJ5の概要を書いたハイ〆リヒ フォン・デイ

ミ ヲ (lふ39-1909)に由来するのlZ明らかである。様式的影響の源泉三水路は、 ilネ千/ス様式のよク語

格たも D乙、 より自由な去明と乃聞を規則的に行ったり来たりするコ

2番 clJ)論文としてギドはヨーログハ心近代美術の歴史の形態学区、ヴェノノフ}ンのいう、罵史を超越し

fこ三様式、 すなわち古典とハロソク 1こ従って別のダイアグラミで図;y;~たものを出版して l 、る。カ ノ〆・ヴ

三 77ンj)19C古 1911年に書かれた記念碑的著作 ]0ら応る時代 ζ 人間の美術のl告を史」を芸警として 年

代は 1501)年かコ 1927宇之さでまたがるコ二つの対立Lつつ、まコたく錆つ4うに反射しあう様式が清原し

て現ィ 1ろこ が ニつの星Iこょっこ作り出される昼間のうTこし亡ぷ有一シさr_，ぞれら戸二つの委式:コ文

化的意識の地平線 j)r-:二交互に消えてゆく前!こ、様式が互)、 l二重汗 r，合ったり、晃合1fこ何?る黄昏三〉ゾ

/を含んでいる 3 棋式の発展の違反ぞ、様式の続く期間の長さはさまざまごありうる 方で、様Lて近代;士、

ンーグエ/ス今連続を加速させて、るようきある。

ι ドの畏初の論文コ第一宮l工、プニノ〆ウJ.:/"}] !基莞型企|に非常}二二く(J':ρ リ、対， 1-，る列を示 l て

理論を畏謂して、くのである=ここで彼(ま二つのイスパノ アdYカ模式/]差異中指摘Lている c 北王イン

力乙 t部アスニカ Dパロッグであワ、どちらもスへイ〆のハロック模式を取"入れたこ::，']-，フ始まりて _，-~ 0 

ギ「はもっとも好[，的な手誌である 歴史的感性十研究」の掛けを得たのだが、それはη~ルフ jンの ] 

理学的生理学的な公式 (formu同」ょのだ

次lこ続く部守では 'OドIt二つのヲ子ンアメ Jカ建築の様式を詳咽に分析L、忠実に、説得力るるやりつ古

でヴニ J プ}ンの 5 つの読~を、これに適用している。すなわちパ u ;;クを定景子る摂念で、 絵両E勺

「深奥 「聞かれに形式 統一性 ζ 小明設さ である。

卜 1スタ>.'Jニエィゲ J



[ギド 19251 

結論こりく笥に、帯損の最初でわたレが柏れず1ア L、7こ ギ~" J]最初5J尖校史の著作i乙少 L立ち尽ω必三さが

あろう π その著rコは 19;::i年lこU-j眠された U植民地建築におげる イスパノ 土着の匙合』亡、 1924年 l 閏

1告された守会の間告右?と 1924年!こ執筆されたほもの担"、論奇からはっている。ロハスりエ リンフ d ア

rヨ ロッハ=フテンアメソ刀、l といフ考ぇ万と、|司時代の考古学三美術史の科学的手法を基礎にL、ラテ

ンγ メリ刀に〉つての新たな逼家的近代建実Iつための領域か準備するcさらに先， uンプス期建築と桔民地

建築の致合のそデノレに提1，.，ヨーロッハの蒋史主義者lν言う折衷主義h むのγ メbカの「実的解放 を達成

!:-:5こC:C

もう つの政治田美術史的盟泉I士、彼の助言者である建築家マルティン 5 ノエル(1388-1963)で、彼は

1921年にすでに同家建築の様式モギル乙してノスハノ 先住民の融合会理論化していたc 1926午の; 玉1

家の主的基礎美1においてもさらにノエルは発畏させ、わたしの古支局亡あ匂ヘルン;こっハ亡さえ乱入述べてし

る3 すぐれて国家的で、いまぶお彫記的であワ感情的であろj建案の例にしてのへ〆ン、そ Lて ほ ζ ん

ど超がつく丈イt人」であるア+フスの人々。表出としてのベルン・・・ 2

タドのその菩書の〕是初の論文は「ヘル と五フピアの植民地建築への先住民の影響 とタイトノレ引っ

ピられている巴十日こγk ヘルトか示Lている通り、メベインの建築町中世と、 A テハルと、ルネガンス

の要素が担ざっ主ハ J フ j ぃて Eはあるのだが、どドはスベインD建築が人種ζ 風景との統合(synthesis)を

妻 l ているのごあり、新世界の先住民文化を従膏させたのだとしてかしながら、実際0植民_:"-d!_建築を担

ったのは、クレ才 /:..-[クリ T"-:;"'，三 ロッノ、人を向親に持つ植民地牛まれの人l メステノ ノ[先住

廷ζ 邑人との混血l そLて先住民7こちであるがゆ Jこに ベノL ζ ドリヒアの植民地建築に、アンデスZ地

で発畏したイ〆カの建築に白米十る新古典主義や厳格さ、官潔さ、そして;まとんどフヲンシス二修道土のよ

うな清貧をも獲得したのである。

もっとも真味深l、の;ヱギドが、装釘的で幾何学的な 6つの現有 lよリズム士創出デる形式上の構成単位を示

仁"ることだ(す£わち対称性(symmctry)、連続性(日riali1y)、 交代(al1ern叩じ巴)、反窪(rcpctition)、対肖

(contr2position) そして交換(interchange)の6つであり、それらに F ドがアステフワ建築の装飾に見白したも

，))である。

ま犬、インフJ の織物にもぞれらは見てとれ、植民地ηパロ y グ建築へ世合~，tこものと Lて再び出現す'"の

である 3 ヴー/フゴン以前の、様式全析 Iこ関するギドの幾何学的方法つ源泉がどこにある心力、私はいまだ

見つけてi.j:(、な1、c

1928年;こどピがヴェルフジン}こ送 2た自著の空写版には、 「ウノ ンの研究者である、インリヒ・ヴニ

b フ}ン教授に知のオ rーンュ乏捧ぐ。アルゼンチンのロサ Jオ、で学部 アンヘル・ギド4り 1928主

との守、辞が添えbれていた。ザェノレフリンは、退鞍掩 カなり D期聞を径た 1941年のこ ζ 、回識の手こ

リヒ大芋美m史研冗所Jこ 今日では 2000tffi 'c，~教える私的た説書交寄付 L t.こ。チ リ己大学美術史研 lE守

は J)i在ねたLも教鞭を執っ亡いる研究所である この帯辞には、がぐがヴ'"/v 7 :}ンナウィーン人だこ思

うほどにク グ/〆との親況惜のうちに授を捉えていJ_j)しいうことが歪り江口、るコさらに、キド;ヱミの時点

:: "7.-~ _< ;i ~ ソ二 f



-c ヴェレフ~' /:)著作青)，1]らな、ったという事実名と思すh のように、自著を 知のえずージ ー乎んでい

るη おそらくこの本は、 1922午にベルリンか、 ζ ンヘンか、あるいはウィ ンへ送ら7.~_tニ小包に台三守して

l、たに昆いなく、 1927年の 2つの論考もここに所収され亡しる c 本日わたしがお話しした vつはこの諸考に

つい亡さのにキ?の独自の政治的謀題(昭cnda)を、有tJな国際的学術の議論へι聖台:_:~.ふる?とに好守

Lにでめろ旬、美学周論とノ11法論か理解しようと Fるものである。

献王手!ままた、大西洋をはさんだ 方通行の関係を証明Lているじ今日、また新たに起こっているファンア

s )カにお:，'-るハコックと不万・バ門ックへの岡際的関いとともに、この二人J)関係性は4 うやく反蓄をひ

ーを アョー ~ 

いか-2.-/:; _乙 1'---.1よ勺L

に日本語訳点止設
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